
 

 

  

 

 スペシャルオリンピックス（ＳＯ）とは、知的障害のある人たちに、日々のトレーニングと競技会を通じて、自立と社会

参加をサポートする国際的なスポーツ組織です。ＳＯでは、これらのスポーツ活動に参加する知的障害のある人たちをアス

リートと呼び、多くのボランティアやアスリートのファミリーが一緒になって活動を支えています。ＳＯの活動は、すべて

非営利活動で、運営はボランティアの方々の積極的な意思と、善意の寄付によって進められています。現在、世界１７０ヶ

国以上で３７０万人のアスリートと８５万人以上のボランティアが日常的なスポーツ・トレーニングに楽しく参加していま

す。競技会は地区レベルから世界レベルまであり、世界大会は夏季・冬季共に４年毎に開かれています。国内でも全ての都

道府県に普及していて、富山では現在、約１３０名のアスリート会員が１０種の競技種目に取り組んでいます。 

 

■今季のエッセイ 

一緒に楽しむ仲間として                ノンスポーツプログラム委員長 高緑 千苗 

私がＳＯに参加するきっかけとなったのは、大学講義の一

環としてフロアホッケープログラムに体験参加したことで

した。大学では特別支援教育を学んでいますが、その当時か

ら「支援者」として「被支援者」に「なにかをしてあげる」

という考え方に基づき身を削ってボランティア活動に使命

を燃やしているというタイプの学生ではなく、「自分が楽し

んで参加できるか」という視点で様々な活動に携わっていま

した。そんな中で出会ったＳＯは私にとって大変楽しく魅力

的なものであり、夢中になるまでにそう時間はかかりません

でした。 

ＳＯのどのような点がそれほど楽しく魅力的なのでしょ

うか。まず第一に、スポーツそれ自体の楽しさがあるでしょ

う。アスリートにとっては自分の技能・記録が高まることや

仲間と協力してプレーすること、コーチにとってはアスリー

トの力が高まっていくことや共に身体を動かすこと、それぞ

れの競技にそれぞれの喜びや楽しさがあります。 

ですが、私の考えるＳＯの魅力はそういった点だけではあ

りません。ＳＯでは競技に関する技能や知識以上に、アスリ

ート同士・アスリートとコーチとの信頼関係が、活動を楽し

む上で非常に重要になってきます。スポーツプログラムにお

いて仲間との繋がりを築いていくこと、競技会や派遣大会の

場面で絆を実感できること、それこそがＳＯの最大の魅力で

はないでしょうか。私がＳＯに参加する上で大きな転機とな

ったのも、ＮＧ福島においてアスリートや他のコーチ、応援

団のファミリーとの強い絆を感じた経験でした。 

“ＳＯの活動を多くの方に楽しんでもらいたい。既に参加

している方にはより深く魅力を感じてもらいたい”小さなき

っかけからＳＯに参加した私が、今ではこのように感じてい

ます。そのような思いから、アスリートとコーチが楽しく過

ごす時間の中で派遣大会に向けた自信を高めるきっかけと

して、６月には初の試みであるキャンプも企画しています。 

「一緒に楽しむ仲間」としてより多くの方にＳＯにかかわ

っていただけたら、そして、少しでもそのためのお手伝いを

できたらと考えています。今後ともよろしくお願いいたしま

す。 
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ＳＯ冬季世界大会・ピョンチャン 林さんと毛利さんの溢れる笑顔 

写真提供：スペシャルオリンピックス日本 



■２０１３年スペシャルオリンピックス冬季世界大会・ピョンチャン

２０１３年スペシャルオリンピックス冬季世界大

会・ピョンチャンが大韓民国・ピョンチャン（平昌）

で開催されました。１月２９日〜２月５日の８日間の

大会に、ＳＯＮ・富山からは２名のアスリートと２名

のコーチが参加しました。 

開会式では、イ・ミョンバク大統領（当時）や、ミ

ャンマーの民主化指導者アウン・サン・スー・チーさ

ん、フィギュアスケートのキム・ヨナ選手が参加して、

１１１カ国の国々から３０００名を超える選手団と、

約８０００名のボランティアが参加する、大きな世界

大会となりました。 

大会では、林知佳さんが中級・スーバー大回転で金

メダル、毛利優樹さんが回転で銀メダルを獲得しまし

た。また、戸田武宏コーチが参加したフロアホッケー

では日本チームが金メダルを、金山敦コーチが参加し

たスノーシューイングでは、リレーチームが金メダル

と銅メダルを獲得するなど、それぞれの競技において、

輝かしい成績をおさめました。 

富山から参加の４名は、荒天のため急遽１月２５日

に小松空港から羽田空港に移動するというトラブル

に見舞われましたが、無事２月６日に帰国することが

できました。現地・高麗大学でのホストタウンプログ

ラムでは現地のボランティアとも交流を深めながら、

韓国の文化について学びました。アスリートもコーチ

も充実した大会を過ごし、それぞれに新しい目標や夢

を抱くことが出来ました。 

■アスリートの感想

世界大会ピョンチャンに参加して                    アルペンスキー 林 知佳さん 

 東京、北海道、長野の合宿をして世界大会ピョンチ

ャンにさんかしました。 

 ヨンピョンスキー場はとてもさむかったけど、私は

元気に全部すべってこれました。スーパー大回転で金

メダルをもらいました。とってもうれしかったです。 

 閉会式ではキムヨナちゃんのスケートもみれまし

た。いいおもいでになりました。 

 応援ありがとうございました。 

世界大会に参加して                         アルペンスキー 毛利 優樹さん 

 ぼくは初出場で参加しました。 

 ３種目に出場して、回転で銀メダルをとれて、とて

もうれしかったです。 

 スーパー大回転と大回転は残念な結果で終わって

しまって、悔しかったです。 

 他の国のアスリートは、とても速かったです。いろ

いろなアスリートを見て、たくさん勉強になりました。

ぼくもあんなふうにもっともっと上手になりたいで

す。 

 また、機会があれば世界大会に参加したいです。 

■ファミリーの感想

林 紀子さん 

『ヨロブン、アニョハセヨ』 

大好きな韓流ドラマで覚えた、つたない韓国語を引

き下げて知佳の応援に行きました。前回のアイダホ大

会に続いて２度目の出場となった運の良い知佳です。

今回は、オリエンテーションや合宿など一つ一つの行

事がもう感動、それらも大切な思い出になりました。 

ピョンチャンへの出発の日が暴風雪になるという

ことで、知佳は一日前の夜に急遽出発、これにはびっ

くりでした。どうなることかと心配しましたが、無事

に韓国へ着いたようで一安心。私も、アイダホのとき

のすばらしい感動にまた会いたくてピョンチャンへ

と足を運びました。 

開会式の入場行進では、元気に入場する姿にまた感

動。（アイダホでは泣きながら入場でした）アルペン

スキーの行なわれる“ヨンピョンスキーリゾート”で

５日ぶりに会った知佳は、笑顔でとてもリラックスし

ていました。（沢山食べて元気な様子） 

毎日、毎日、知佳のレース２本のためにスキー場に

足を運ぶアルペンスキーのファミリー。アイダホでは

『これは修行なのか…』と感じながらも、今回、また

行きたいと思えるのは、そこにはやっぱりアスリート

の笑顔と、なにものにも代えがたい感動があるからだ

と思います。 

アイダホでは『一つでもメダル』と気負ってしまっ

た私ですが、今回の知佳との約束は『旗門を通って最

後まで滑ってくる』というものでした。それがよかっ

たのか、知佳は初日の“スーパー大回転”で“金メダ

ル”をもらうことが出来ました。これにはびっくりし

ましたが、素直に嬉しかったです。 

その後も知佳は、最後まで全レースを約束通り滑っ

て降りてきてくれました。もう大感動です。（途中私

が風邪で寝込んで見られなかったレースもあります

が…） 

知佳の最後のレースを見終わったとき、頑張った知

佳のことを思うと感動で涙が止まりませんでした。泣

きながら、富山から出場したもう一人のアスリート、

毛利君のレースを見に行きました。毛利君も 3種目の

最後のレースですばらしい滑りを見せてくれて見事

に“銀メダル”！！う～ん泣かせてくれるこの子達。

もちろん、他のアスリートの結果にも涙しながらファ

ミリー同士抱き合って泣いた場面もありました。 

大会のスタッフ、ボランティアさんたちにも本当に

感謝です。日本語でちゃんと挨拶もしてくれましたし、

私のつたない韓国語も誉めてくれました。 

アスリートを支えてくださったコーチやスタッフ

の方々は、大会期間中大変だったと思います、お疲れ

様でした。そして本当にありがとうございました。特

にアルペンは大所帯なので、コーチの皆さんは大変だ

ったと思います。 

また、ファミリー同士も仲良くなれて、沢山のいい

思い出が出来て、本当にピョンチャンに行ってよかっ

たです。 

地元富山には、アスリート二人ともとてもいい結果

報告ができ、「メダルを見せて！」と、みんなが喜ん

でくれたのがとても嬉しかったです。支えてくださっ

た皆さまに感謝いたします、ありがとうございました。

そして…『ヨロブン、カムサハムニダ』 



■ファミリーの感想

毛利 祐子さん

 世界大会は初めての事だらけで、本当に心配でした

が、事前の合宿やコーチからの電話のおかげで、不安

や苦手に思っていたことを一つ一つクリアしていき、

機嫌よく出発していきました。特に『飛行機』と『知

らない人と一緒に行く』という２つは、とても大きな

問題で、何日も前から落ち着かず、独り言でシュミレ

ーションしていました。 

 現地で熱を出したと聞いた時はどうなるかと思い

ましたが、３種目全てに出場できました。熱なんて滅

多に出さないので、健康面は全く心配していませんで

したが、外国で体調をキープするということが大変な

事だと実感しました。緊張やプレッシャーもあり、初

めのうちは相当つらそうでした。でも、そんな中で１

つメダルを頂けてとてもうれしく、よく頑張ったと思

います。「がんばればできる！」という自信にもつな

がりました。 

 失格もありましたが、失格になったことで、ただ滑

るのではなくルールも守らないといけないことを本

当の意味で理解できたようでした。貴重な経験になっ

たと思います。また、スケジュールの変更や、団体行

動で、人を待ったり、待ってもらったり、人に合わせ

るということや、失敗してもふてくされず人にあたら

ずガマンすること、なにより「しょうがない」と諦め

ることなど、上手に気持ちを切り替えたと感じました。

この大会で一番成長できた点ではないでしょうか。 

 いろいろな国の人と仲良くまではいきませんが、ピ

ンバッヂを交換する機会もあり、楽しい思い出が出来

ました。とても楽しかったようで、毎日何度も「また

みんなに会いたいなあ」と言っています。 

 これからもＳＯはもちろん、他の初めての事にも尻

込みせずどんどんチャレンジして、たくさんの経験の

中からいろんなことを学んで成長していってほしい

と願っています。 

 コーチをはじめ、スタッフの方々、支えて下さった

すべての皆様に心から感謝申し上げます。また、応援

して下さったみなさまにも、ただただ感謝です。本当

にありがとうございました。 

■コーチの感想

戸田武宏コーチ 

「ピーーー！」試合終了の笛が鳴り響き、日本のア

スリート、ベンチ、観客席は歓喜の渦に包まれました。

２月４日、日本のフロアホッケーチーム「ＴＡＮＴＡ」

が金メダルを獲得した瞬間です。 

思えば、ここへ来るまでの道のりは決して平坦では

ありませんでした。事前に行われた練習試合ではＳＯ

Ｎ・東京チームに惨敗し落ち込んだことや、選手が揃

わない合宿もありました。また、現地に入ってからも

怪我や体調不良などが相次ぎ、全員揃って出られた試

合は２試合しかありませんでした。この決勝の前日に

も、それまでポイントゲッターとして活躍していたア

スリートが深夜に体調を崩しています。 

しかし、このようなチームの困難のひとつひとつを、

ＴＡＮＴＡはより結束力を高めることで乗り越えて

いきました。当初は自分のことすらままならなかった

アスリートも、大会終盤には周りを気遣うような配慮

を見せてくれます。一時はホームシックにかかったア

スリートも、張り切って試合に集中しています。アス

リート、コーチ一人ひとりとともに、チームがこの短

い期間のなかで成長していることを強く実感しまし

た。 

そして迎えた決勝の相手は地元韓国。雰囲気は完全

アウェイ。「勝ちたい！」お互いの強い思いがぶつか

り合い、壮絶な試合が繰り広げられました。 

その結果、なんとか接戦を制し、４－２で勝つこと

が出来ました。それまでほとんど得点のなかったアス

リートが決勝で２点を取り勝利に貢献してくれたの

も、チームワークの良さを象徴しています。 

私自身、日本選手団の一員としてこの世界大会に参

加し、フロアホッケーという競技のさらなる魅力、Ｓ

Ｏの大いなる素晴らしさも改めて教えられました。こ

れからは、この貴重な経験で得られた知見を、日々の

ＳＯでの活動へ生かしていきたいと考えております。

そして、その活動の中で更に成長を続け、出来るなら

いつかまた、もう一度あの世界大会に参加したいと思

います。 

金山敦コーチ 

 今回の世界大会を通じて一番強く感じたのは、地区

組織における活動の必要性です。ＳＯは「オリンピッ

クス」と複数形で表されます。大きな大会だけではな

く、地区で行われる競技会や日常のトレーニング、自

立支援プログラムや各家庭での取り組みに至るまで、

そのすべてを指して「オリンピックス」と表されるの

です。 

 ＳＯは競技能力の優劣を競うものではありません。

活動の場では競技のルールやスポーツマンシップや

マナーを日常のトレーニングを通じて学んでいくこ

とが必要です。それには大会に出場するアスリートだ

けではなく、ＳＯに参加するすべてのアスリートを地

区組織とコーチとファミリーが一丸となってサポー

トしていく必要があります。 

 さて、今のＳＯＮ・富山を振り返ってみて、果たし

てこのミッションは達成されているでしょうか。アス

リートの意思が反映された活動になっているでしょ

うか。現状維持を望む気持ちが働いてはいないでしょ

うか。私たちコーチやファミリーが、地域社会からア

スリートを閉じ込めている部分はないでしょうか。今

回の大会は韓国国内にも変化をもたらしました。いま

や韓国国民の８０％がＳＯの名前を知っています。今

回の大会スローガン「Ｔｏｇｅｔｈｅｒ Ｗｅ Ｃａ

ｎ（一緒なら出来る）」にさらに強い意志を込めて「Ｔ

ｏｇｅｔｈｅｒ Ｗｅ Ｗｉｌｌ（一緒にやりとげよ

う）」



■総会開催と感謝状の贈呈式

２月３日、富山市障害者福祉プラザ多目的ホール

において、ＳＯＮ・富山の定期総会を開催しました。

今回、スペシャルオリンピックス日本が公益財団法

人へ移行後、初の総会となり、事業報告・予算案、

会則の改正等の事項について審議しました。 

総会に先立ち、日頃から、当会の活動に深いご理

解を賜り、多大なご支援をいただいている賛助企

業・団体の皆様に、感謝状をお贈りしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ボランティア紹介

スペシャルオリンピックスの活動に参加して                      金田 祐 

私がスペシャルオリンピックスの活動に初めて

参加したのは、昨年の夏期プログラムです。バスケ

ットボールプログラムにコーチとして参加しまし

た。 

 参加のきっかけは会社の同僚のパソコンのデス

クトップ画面でした。そこには、バスケットボール

の大会で優勝したときの写真が飾られており、「こ

の写真は何？」というところから始まりました。同

僚は「スペシャルオリンピックスとは」というとこ

ろから、活動内容等について熱心に語ってくれ、と

ても活き活きとしている様子を見て、興味が湧き、

参加してみようと思いました。 

 初めてプログラムに参加した時、どのように接し

たら良いのだろうと戸惑いや緊張もありましたが、

実際にプログラムが始まると、皆の和気藹々とした

雰囲気に和まされ、当初の不安は吹き飛び、単純に

楽しむことができました。そして毎回の活動が楽し

みになりました。回数を重ね、少しずつ慣れてきた

頃、いつもは自分からアスリート達に近寄って話し

掛けたりしていたのですが、アスリートの方から声

を掛けてくれるようになり、自分もチームの一員に

なれたと実感しました。 

 １シーズンを通して、

日常のトレーニングや

競技会、愛知夏季地区

大会などたくさんのイ

ベントがあり、その中

でアスリート達の個性

に触れたり、成長を感

じることができました。

また競技会や大会で各

競技に参加したアスリ

ート達が、実力を発揮

し、成果を挙げる様子を身近で見て、アスリート以

上に自分が喜んでいたような気がします。 

 プログラムに参加し、アスリートやボランティア

の皆様ととても有意義で貴重な経験をすることが

できました。私にとっては、外で見ているだけでな

く、一緒にバスケットボールをできたことが一番の

喜びです。 

 スペシャルオリンピックスは、いろんな“特別”

を感じられる場所だと思っています。 

藤井裕久ＳＯＮ・富山会長が開会の挨拶 賛助企業・団体の皆様 

 大谷製鉄株式会社様 

 大山観光開発株式会社様 

 三和ボーリング株式会社様 

 NPO 法人高岡市水泳協会様 

 株式会社富山グラウジーズ様 

 富山経済会様 

 富山市消防団様 

 富山シティーロータリークラブ様 

 富士ゼロックス北陸株式会社富山事業所様 
林運営委員長   林会計責任者     上原財務委員長 



 今号から新登場の企画「オンリーワン☆アスリート」は、アスリート委員会のメンバーがアスリートを取材
して紹介する企画です。アスリート委員会のメンバーが、企画から取材までを担当します。 

■オンリーワン☆アスリート No.1

 西田
にしだ

さんは、みんなでプレーをすることが

楽
たの

しいそうです。フロアホッケーの次
つぎ

の

目 標
もくひょう

は、もっとパックをとられないように

足
あし

を速
はや

くすることです。SOでの1番
ばん

の思
おも

い出
で

は、去年
きょねん

の愛知
あいち

大会
たいかい

でがんばったことです

SO でチャレンジしてみたいことは、もっと SO

のスキーをうまくなりたいです。西田
にしだ

さんは、

「これからもがんばります！」と言
い

っていま

した。 

 西田
にしだ

さんは、いろいろなプログラムにチャ

レンジしています。これからもご活躍
ごかつやく

を期待
きたい

しています。

 

 

 

 

 

 

＜アスリート委員
いいん

：杉森
すぎもり

・岩
いわ

白
しろ

・中山
なかやま

・戸田
と だ

・長久
ながひさ

＞ 

■クリスマス会

12 月 15 日（土）SON・富山のクリスマス会が富山

電気ビルで開催されました。ボランティアさんにも

手伝ってもらい、サンタさんが持って来てくれたプ

レゼントを使ったビンゴゲームを行いました。続い

て歌の発表です。ファミリーのお父さんもお母さん

もみんなで鳴子をならしました。

 

☆名前
なまえ

：西田
にしだ

 優
ゆう

真
ま

さん 

☆年齢
ねんれい

：16歳
さい

（高校
こうこう

2年生
ねんせい

） 

☆競技歴
きょうぎれき

：7年
ねん

 

☆参加
さんか

競技
きょうぎ

：フロアホッケー・

アルペンスキー・サッカー・

水泳
すいえい

・テニス 

☆参加
さんか

大会
たいかい

：BG富山
とやま

（サッカ

ー）、BG長野
ながの

（アルペンスキー）、

愛知
あいち

夏季
か き

地区
ち く

大会
たいかい

（サッカー） 

☆初めて
はじめて

アスリートの取材
しゅざい

をして、少
すこ

し緊
きん

張
ちょう

しました。これからもたくさんのアスリートに取材
しゅざい

をした

いです。（杉森
すぎもり

・戸田
と だ

） 

☆フロアホッケーに体験
たいけん

参加
さ ん か

をした学生
がくせい

さんに取材
しゅざい

を受
う

けました。取材
しゅざい

を受
う

けるのは、緊張
きんちょう

しました。でも

質問
しつもん

にはきはきと答
こた

えることができてよかったです。（中山
なかやま

・岩
いわ

白
しろ

） 

 



■冬季競技会

●フロアホッケー                                 

３月９日（日）、フロアホッケーに競技会が行われ

ました。水内副会長の開式の挨拶につづいて、アスリ

ート代表がアスリート宣誓をしました。 

水色チームと黄色チームに分かれて行われた競技

会では、１９－７で水色チームが勝利をおさめました。

惜しくも敗れてしまった黄色チームのみんなも頑張

りました。試合後にはコーチによるエキシビションマ

ッチも行われました。 

 競技会の後にはサンキューパーティーが行われ、ア

スリートからコーチに感謝状を贈りました。みんなで

オムライスとシュークリームを頂きました。 

開会式です 健闘をたたえてハイタッチ！ 全員で記念写真 

●スノーシューイング 

３月１０日（日）、スノーシュープログラムの競技

会が行われました。競技会に先立ち、前日には山野ス

ポーツセンターにて宿泊体験を行いました。豪華な夕

食後、翌日の競技会に向けて、最終ミーティングを行

いました。 

当日は、まさかの雨。そしてガスが出て視界も悪い

中、競技が開始されました。最悪のコンディションの

中での競技会でしたがみんなよく頑張りましたね。 

今季のスノーシュープログラムは山歩きを楽しみ

ました。自然の中を歩くこと、雪景色の中を歩くこと、

スノーシューを履いてサクサク歩くこと。すべてが新

鮮でとても楽しかったですね。

鋪田監事の開会の挨拶 競技開始 芝田コーチよりご褒美 

●アルペンスキー 

３月３日（日）ひな祭りの日に、立山山麓・極楽坂

スキー場で、アルペンスキー競技会が開催されました。 

鋪田監事の挨拶に続いて、世界大会に出場の毛利さ

んがアスリート宣誓をしました。競技では、今年から

参加のアスリートも、昨年に続いて参加のアスリート

も全員大きくレベルアップしました。 

当日は、よい天気に恵まれ、大きなトラブルもなく、

競技会及びサンキューパーティーほか、今シーズンの

全てのプログラムを終了することができました。

今年初めてのアスリート 豪快な滑り プレゼンターは、大山観光開発（株）北村慎一様 



■賛助者紹介（クァトロブーム小杉アミューズメント様）

 今回ご紹介させて頂くのは、クァトロブーム小杉ア

ミューズメント様です。ＪＲ小杉駅前・アルプラザ小

杉に隣接したアミューズメント施設で、ボウリング２

６レーンやカラオケ、ビリヤード、卓球、ダーツなど

を楽しむことが出来ます。ユニークなＣＭで名前をご

存知の方も多いと思います。ＳＯＮ・富山には、ボウ

リングプログラム・競技会の会場として利用させて頂

いているほか、２０１０年のブロック大会の際にもご

協力いただきました。また、アスリート委員会主催の

交流会の際に、カラオケ会場としても利用させて頂き

ました。 

 かつてはどの街にもボウリング場がありましたが、

徐々に数を減らしつつあります。そんな中でも、クァ

トロブーム様では客層の７０％が学生と若い世代か

らも支持されています。特に熱投（ネットー）ボウリ

ング甲子園という、学生限定のボウリング大会へは、

１５０チームがエントリーする大きな大会になって

います。明るい店内や、週末夜のコズミックタイム、

充実したドリンクコーナーをはじめとして、幅広い年

齢層が楽しめる施設になっており、ほぼ毎日開催され

る大会では、小学５年生から８０代まで多くの参加者

がいます。 

 また、キッズコーナにはトランポリン、ボールプー

ルなどもあり、アルプラザでのショッピングとあわせ

て家族で楽しむことが出来ます。ファミリー向けのパ

ックも用意されており、大人８００円・子ども５００

円で２ゲーム遊ぶことが出来ます（土日祝日、学校の

長期休業日の指定時間など。シューズ代別） 

 一方、アミューズメント施設の運営の傍ら、清掃活

動や各種のチャリティー活動、ペットボトルキャップ

の回収やプルタブ回収などのエコ活動にも積極的に

取り組んでおられます。ＳＯのプログラムの際にも、

３０分間の投球練習時間をご提供頂くなど活動にも

ご理解を頂いています。これもブロック大会の際に、

会場とのご縁が深まったことがきっかけとなってい

るとのこと。 

 このゴールデンウィーク、ご家族で出かけてみては

いかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ボランティア紹介

「ボランティア活動との出会い」                           吉村 美咲 

私は大学時代に障害を持つ小学生～高校生の子ど

もたちと遊ぶというボランティア活動に参加してい

ました。子どもたちは高校を卒業してしまうとその会

からも卒業してしまうため、「子どもたちの遊び場が

なくなる」「就職して働き出しても遊ぶ場所がないか

ら働く意義を理解できずにすぐやめてしまう」と保護

者の方が言っていたのを覚えています。それを聞いて

私は卒業した子どもたちをさらに何かで手伝えるこ

とがあればいいなと思っていました。思うばかりで何

も行動できず１０年くらいが過ぎたころ、テニスのヘ

ッドコーチ中井さんからＳＯの存在を教えていただ

きこれはとても良いチャンスを貰ったと思いました。 

アスリートが怪我をしないように見守る簡単なお

手伝いと聞き、とりあえず参加してみました。何もわ

からない状態でしたが、ファミリーや役員の方々にサ

ポートしていただきアスリー

トとも仲良くなり楽しく参加

させていただきました。参加

するたびに、テニスが上手く

なっていることや、アスリー

ト同士でいろいろ注意しあっ

たりしていることなどを見て、

アスリートたちのテニス以外

の成長も見られて微笑ましく思いました。最後の競技

会で緊張する場の中アスリート達が日ごろの練習の

成果を発揮しているところを見てすごく嬉しくなり

ました。競技会終了後はアスリートからのありがたい

感謝状を頂き、今年も参加したいと思っています。 

 

939-0341 富山県射水市三ケ 2602 

TEL：0766-57-8200 

HP：http://www.quatro-boom.com/ 

広いカラオケ

ルームパーテ

ィーでも安心

です。 

この建物の２階

がアミューズメ

ントコーナーで

す。 

開放的で明るいレーンが人気の秘密 



■事務局から 

 もうすぐ５月というのに寒い日がつづいています。

いよいよ２０１３年の夏季プログラムがスタートし

ます。 

 夏季プログラムと並行して、６月２９日・３０日に

は自立支援を目的としたサマーキャンプが開催され

ます。来年は夏季ナショナルゲームが福岡で開催され

ます。ナショナルゲームへの参加はすべてのアスリー

トの権利であるとともに、その期間の宿泊が大きなハ

ードルにもなります。今回は各プログラムからもコー

チが参加します。皆さんご参加をお待ちしています。 

 また、５月１２日には、ゼネラルオリエンテーショ

ンとアスリート理解、バスケットボールのコーチクリ

ニックが開催されます。特にゼネラルオリエンテーシ

ョンとアスリート理解は、ＳＯＮ・富山ではすべての

ファミリー・ボランティアのみなさんに年に１回以上

の受講をお願いしております。７月２１日にはヤング

アスリートプログラムのコーチミーティングも開催

されます。ヤングアスリートプログラムは２歳半～７

歳のアスリートを対象にしたもので、全国的にも開催

地区は非常に少ないプログラムです。こちらも参加を

お待ちしています。 

＜賛助金・寄付金をお寄せ下さった皆様(2012 年 11 月 21 日～2013 年 3 月 31 日)＞         敬称略 

上原 恵 杉森 喜三郎 素谷 孝子 素谷 宏 中野 裕子 

鍋谷 悟 藤井 裕久    

石橋 健太 金山 弘之 蔵島 諒太 中山 スミエ 本田 繁 宮野 光正 腰田 恵子 

井尻 貫冶 川瀬 孝義 高瀬 祐子 奈辺 賢治 前田 恵佑 宮野 明美 渡辺 隆志 

市田 蕗子 工藤 司 高広 阿左代 奈辺 晴美 前田 万里子 村上 朝子 渡辺 守人 

岩松 文枝 下条 由季子 宝島 美里 林 慎二 牧野 玲子 毛利 圭輝  

岩瀬 晴菜 下条 竜一 宝島 恵子 福島 朝子 巻端 凌生 山崎 政行  

岩瀬 全吉 坂野上 満 瀧脇 隆志 福島 茂次 松岡 英治 山本 幸子  

尾塩 沙加恵 佐藤 昌子 田口 美里 福島 志美子 三津島 淳 山本 松昭  

尾塩 真子 佐藤 和彦 常木 洋美子 福島 亘 三津島 渉 横井 一成  

小野寺久美子 鈴木 基文 中村 ゆかり 福田 孜 三松 隆之 吉岡 浩  

小栗小児科医院 日本海ガス株式会社 

大山観光開発株式会社 ㈱新栄電設 ㈱富山ガスエンジニアサービス 

有限会社 山勝   

ありがとうございました。 

 

 

 

  

賛助金 

＜個 人＞  一口  3,000 円 

＜企業・団体＞一口 10,000 円 

※お問い合わせは、SON･富山事務局あてメールもしくはファックスでお願いします。 

賛助金・寄付金振込先 

スペシャルオリンピックス日本・富山 

（日本は、「ニッポン」としてください。） 

北陸銀行本店(店番 101)、普通口座 5308370 

ゆうちょ銀行 00720=0=38833 


